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NYマーケットレポート（2015年 5月 27日) 
NY 市場では、引き続き米国が年内に利上げを実施するとの観測を背景に、日米の金利差拡大を見込んだドル買い・円売りが続いており、

ドル/円は 124.08 まで上昇し、2007 年 6 月下旬以来約 7 年 11 ヵ月ぶり高値を付ける動きとなった。一方、ユーロは、ギリシャ政府当局者

が「スタッフレベルで合意文書の作成に取り掛かっている」と述べたことを受けて、ユーロが主要通貨に対して堅調な動きとなった。また、ギリ 
シャ株や欧州主要株価も急反発する動きとなった。ただ、ドイツで開かれている G7（先進 7 ヵ国財務相・中央銀行総裁会議）で、為替相場の

急変動を牽制する議論が強まるとの見方もあり、午後には全般的に小動きの展開が続いた。 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 
21：00 
ドル/円 123.71  ユーロ/円 134.36  ユーロ/ドル 1.0862 
 
21：00 
欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比  

英 FT100 6991.91 +42.92 ダウ 
先物ミニ 18071 +18  

 

仏 CAC40 5110.36 +26.82 S&P 
500 ミニ 2107.25 +2.25  

 

独 DAX 11649.03 +23.90 NASDAQ 
100 ミニ 4484.50 +4.75  

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

21：20 

≪ 要人発言 ≫ 

黒田日銀総裁 

 

・「G7では日本経済における企業・家計部門で所得から支出の好循環メカニズムが働いていると説明」 

・「物価上昇率は今年度後半から加速し2％に近づいていく」 

・「為替の水準や動きについてはコメントを控える」 

・「為替レートが経済のファンダメンタルズに即して安定的に推移するのが一番望ましい」 

 

・「G7では為替について経済・金融情勢の中で議論するかもしれないが、大きな議題になるとは思わない」 

・「為替に関して G7の考え方は一貫しており、違った議論になるとは思わない」 

・「日本経済は2％の物価安定目標へ順調に進んでいるが、物価の基調に変調生じれば躊躇なく金融政策を調整」 

・「日銀も各国の当局も為替レートをターゲットにしていない」 

 

 

≪ NY外国為替市場 序盤 ≫ 

 

序盤の外国為替市場は、米景気の先行きに対する懸念が後退し、年内の米国の利上げが意識されたことが引き続き

材料となり、序盤からドル買い円売りが先行した。ドル/円は 123.78まで上昇し、2007年 6月以来の高値を付けた

ものの、その後は利益確定の動きなどから、やや上値の重い動きとなっている。 

 

 

22：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 18080.34 +38.80 

ナスダック 5042.07 +9.32 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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22：50 

当局者 

 

・「ギリシャと債権者側、事務レベルの合意文書作成に着手」 

・「ギリシャ合意案は、債務の長期解決策を含む」 

・「ギリシャは年金制度を改革へ、給付額は減額せず」 

 

 
(出所：ネットダニア) 

 

報道を好感して、ギリシャ協議が進展するとの期待感から、ギリシャ10年債利回りが低下する一方、ギリシャ主要

株価も急反発となり、前日比3％以上の上昇となっている。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 



 

                       
 

4 
 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

カナダ政策金利発表 0.75％（予想 0.75%・前回 0.75%） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

23：35 

ギリシャ首相～債権者との合意は近い 
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23：40 

≪ NY株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、前日に大幅下落した反動から、ハイテク株を中心に値頃感の出た銘柄を買う動きが広がった。

また、欧州株が堅調に推移していることも後押し材料となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一

時前日比で120ドル高まで上昇する動きとなった。 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①トーニングシュミット・デンマーク首相は、27日に総選挙の実施を表明するとみられる。国内の複数メディアが

匿名筋の話をもとに伝えた。デンマークでは、政府が前日に 390億デンマーククローネの財政支出を公約するとと

もに、景気見通しを引き上げたことを受け、選挙実施の機運がさらに高まっている。総選挙は 9月14日までに実施

されるが、首相だけが選挙の時期を選ぶことができる。 

 

②6月の独消費者信頼感指数は 10.2で、前月の10.1から改善し、2001年10月以来の高水準となった。ドイツの内

需は非常に力強く、インフレ率も低い。これが再び経済見通しの改善と購買意欲の拡大を促す要因となっている。

購買意欲を示す指数は改善。景気見通しを示す指数も改善した。ただ、所得の見通しを示す指数は、高水準ながら

も、前月から低下した。エネルギー価格の上昇でインフレが進行するとの見方が広がった。 

 

③スペインはEUに対し、加盟国の統合深化に向けて経済政策を見直すよう要請した。首相府がEUに宛てた書簡の

内容を独紙が報じた。書簡は、加盟国間の労働力の移動を一段と自由化することや、共通予算を編成し財政統合の

深化を図ること、ユーロ圏共同債の発行などを求めている。首相府報道官のコメントは得られておらず、書簡につ

いての確認も取れていない。スペインは、ECBの役割を批判し、失業率などの指標に見られる加盟国間の差をなくす

ため、成長やインフレに関連した目標を設定するといった米 FRB型の政策を採用するよう要請したという。 

 

④ECBはギリシャの銀行に対する ELA（緊急流動性支援）枠を 802億ユーロで据え置いた。ECBはこれまでELA枠を

段階的に引き上げてきたが、今回は引き上げを見送った。関係筋は「まだ利用していない流動性のバッファーは30

億ユーロ、預金流出ペースが非常に低い水準で安定しているため、引き上げが見送られた」と述べた。 

 

⑤ECB（欧州中央銀行）は、期間91日の流動性供給オペを実施し、138行に 404億2500万ユーロを供給したことを

明らかにした。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 7033.33 +84.34 
仏 CAC40 5182.53 +98.99 
独 DAX 11771.13 +146.00 

ストック欧州 600 指数 408.88 +5.27 
ユーロファースト 300 指数 1622.96 +20.41 
スペイン IBEX35 指数 11431.10 +190.80 

イタリア FTSE MIB 指数 23861.07 +534.12 
南ア アフリカ全株指数 52933.34 -30.05 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、財政危機に陥っているギリシャが EUなどと金融支援をめぐる交渉で合意するとの期待が高まった

ことから、買い安心感が広がり、主要株価は大きく上昇となった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

1：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 18149.81（+108.27）、S&P500 2118.82（+14.62） ナスダック 5079.66（+46.90） 

 

 

≪ NY債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、主要な米経済指標の発表がなく手掛かり材料に乏しい中、米国債入札を前に、一

旦利益を確定する売りが先行した。ギリシャ債務問題への懸念を背景とした前日の逃避買いも一服している。 

 

午前の利回りは、30年債が2.92％（前日 2.90％）、10年債が 2.16％（2.14％）、7年債が 1.92％（1.90％）、5

年債が 1.55％（1.52％）、3年債が 1.00％（0.98％）、2年債が 0.66％（0.61％）。 

 

 

2：00 

≪米財務省 5年債入札≫  

 

最高落札利回り・・・・1.560％（前回 1.380％） 

最低落札利回り・・・・1.441％（前回 1.290％） 

最高利回り落札比率・・・74.00％（前回 71.87％） 

応札倍率・・・・・・・・2.46倍（前回 2.56倍） 

 

 

3：50 

NY金は、中心限月が前日比 1.30ドル安の 1オンス＝1186.50ドルで取引を終了した。 

 

 

4：15 

NY原油は、中心限月が前日比 0.52ドル安の1バレル＝57.51ドルで取引を終了した。 
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4：20 

≪ 要人発言 ≫ 

ショイブレ独財務相 

 

・「ギリシャ協議は、まだ大きな進展見られず」 

・「合意近いとのアテネ発報道に驚いている」 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1186.50 -1.30 

NY 原油 57.51 -0.52 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルが円などに対して上昇したのにつれて、ドルの代替資産とされる金を売る動きが先行した。また、

米 FRBが年内に利上げに踏み切るとの思惑も圧迫材料となった。終値ベースでは、今月11日以来、約 2週間ぶりの

安値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪ NY原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、ドルが円などに対して上昇し、ドル建て原油に割高感が出ていることが引き続き圧迫材料となった。

また、米石油統計の発表を翌日に控えて警戒感も広がっており、積極的な買いが手控えられた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 18162.99 +121.45 18190.35 18045.08 

S&P500 種 2123.48 +19.28 2126.22 2105.13 

ナスダック 5106.59 +73.84 5111.54 5039.37 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、前日に大幅下落した反動から、ハイテク株を中心に値頃感の出た銘柄を買う動きが先行した。また、

欧州株が堅調に推移していることも後押し材料となり、主要株価は終盤まで堅調な動きが続いた。ダウ平均株価は、

序盤から堅調な動きとなり、一時前日比で148ドル高まで上昇する動きとなった。なお、ナスダックは、終値ベー

スの最高値を更新した。 
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. 
(出所：ブルームバーグ) 

 

主要通貨 NY 終値 NY 高値 NY 安値 

USD/JPY 123.68  124.08  123.45  
EUR/JPY 134.85  135.01  133.82  
GBP/JPY 189.90  190.19  189.41  
AUD/JPY 95.59  95.68  95.17  
NZD/JPY 89.60  89.67  89.25  
EUR/USD 1.0905  1.0911  1.0820  
AUD/USD 0.7729  0.7733  0.7691  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国の利上げ期待を背景に、ドルが主要通貨に対して堅調な動きとなり、ドル/円は 2007年6月

以来の高値を付ける動きとなった。また、ユーロは、ギリシャ問題の進展期待を材料に、堅調な動きとなった。そ

して、欧米の株価が堅調な動きとなったことから、クロス円も堅調な動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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